
抗血小板薬の休薬期間
抗血小板薬は手術前や抜歯前などに休薬することが知られてい
る。その休薬期間について考えてみましょう。
まず、基本的な考え方としては薬剤の血小板との結合が可逆性
であるか不可逆性であるかです。
まず、可逆性の薬剤は薬の作用の切れる時間を計算しそちらが
休薬期間となります。
不可逆性の薬剤は血小板の寿命（約8～１０日といわれていま
す）が休薬期間となります。
代表的な薬剤について考えて生きましょう

７～10日前後不可逆性イコサペント酸エチル

1４日前不可逆性クロピドグレル

2日前可逆性ベラプロストナトリウム

1～2日前可逆性ジピリダモール

2日前可逆性シロスタゾール

１～2日前可逆性サルポグレラート

７～10日前後不可逆性アスピリン

７～10日前不可逆性チクロピジン

休薬期間
可逆性or

不可逆性
薬品名

ワルファリンの休薬期間
手術、抜歯の４～5日前より休薬する。
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